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Research Abstract

1.スチリルシラン体を芳香族ヨード化合物とのパラジウム触媒によるカップリング反応で効率のよいオルトスチリル安息香酸誘導体の合成法を開拓した。

2.先に我々の開発したベンゾキノン存在下のPdCl2(GH3CN)2を用いる触媒的アシロキシパラデーション法により、前記オルトスチリル安息香酸からフェニルイソ
クマリン誘導体への閉環に成功した。

3.前項の反応条件を変えることにより、抗腫瘍性のベンゾフェナンスリジン骨格の酸素等配体であるベンゾ[d]ナフト[1,2-b]ピラン体の一工程変換法を開発した。

4.フェニルイソクマリン体からラクタム体を経る抗腫瘍活性アルカロイドのニチジンの新規合成に成功した。

5.6位にアミノエチル基が置換したピリドアクリジン骨格の合成ルートを開拓し、抗腫瘍活性海洋産アルカロイドのシストジチンJ及びジプラミンの全合成に成功し
た。

[Publications] T.Minami et al.: "Formal Synthesis of Nitidine through Palladium-Catalyzed Isocoumarin Synthesis" Tetrahedron Letters. 36. 9505-9508
(1995)
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